
⑪ 河川・湖沼などの開放水域
ニホンウナギやモクズガニ、アユなどの回遊性生
物を支えるネットワークの軸。水辺の自然環境の
連続性やエコトーンを創出。良好な景観資源であ
り、人々のいこいの場、学びの場を提供。北上川（旧追波川）北上川（旧追波川）

⑩ 非耕作農地 ( 水田雑草群落 )
休眠していたミズアオイなど絶滅危惧種の生育地。
開水面はあらたな生物の生息、湿った農地はガン
カモ類の利用する場となるなど、各所で生物のネッ
トワークの要素を形成。

石巻市の非耕作農地
（水田雑草群落）
石巻市の非耕作農地
（水田雑草群落）

⑨ 草原 ( 二次草原 )
草原性生物の生息の場、多くの鳥類の繁殖や採餌、
休息の場として重要な生態系を形成。カヤ・スス
キ等の資材としての活用、ふるさとの良好な景観
が展開。山元町のススキ群落山元町のススキ群落

⑧ 湿地植生（塩性・淡水性）
希少な湿地性の植物の生育地、洪水の抑制、気候
の緩和等の防災的機能や湿地の生物が関与する環
境浄化機能。葦 のヨシや食用にするマコモの提
供。ヨシ焼きやヨシ刈りなど地域の風物詩の景観。

山元町の
新たな湿地植生
山元町の

新たな湿地植生

⑦ 樹林跡地（多様な撹乱環境）
根返り跡の水域内にて、動植物の生息・生育の場
を提供。内陸側の植林跡地にて津波由来と思われ
る砂丘植生の成立など、今後の植生遷移等による
新たな動物種の定着に注目。

仙台市の
根返り跡の小水域

仙台市の
根返り跡の小水域

⑥ 残存樹林地
多くの生物に生息・生育の場、繁殖の場を提供。
C02 固定、水資源確保、土壌の形成などの環境浄
化機能。木材・林産物の提供。緑陰の提供、気象緩和、
良好な景観形成。各種ふれあい活動の場。井土浦のクロマツ植林井土浦のクロマツ植林

⑤ 海岸断崖地
津波や高潮を軽減する防災機能。岩礁から藻場へ
と一体的につながる沿岸生物の生息・成育の場。
地域を特徴付ける景観の構成要素。フノリ等の海
産物の収穫。

大須賀海岸の
コハマギク群落
大須賀海岸の
コハマギク群落

山田湾のマコンブ山田湾のマコンブ山田湾のマコンブ

④ 砂丘 ( 砂浜・砂丘植生 )
砂浜性動植物の生息・生育地、絶滅危惧種である
コアジサシ等の鳥類の繁殖地、海水浴などのレク
リエーションの利用の場、白砂青松として海岸林
とともに景観上も重要。飛砂防止、波浪を抑制。

三沢市の
ハマニンニクー
コウボウムギ群集

三沢市の
ハマニンニクー
コウボウムギ群集

③ 干潟
貝類・カニ類をはじめとする底生動物の生息場、
産卵場や稚魚の成育場、渡り鳥の飛来地。防災的
な機能、水質や底質の環境浄化機能。水産資源か
ん養の場、潮干狩りなどのレクリエーションの場。松島湾の干潟松島湾の干潟

山田湾のマコンブ山田湾のマコンブ山田湾のマコンブ

② アマモ場
魚介類の産卵場、稚魚のかくれ場及び成長の場、
コクガンなどの渡り鳥の採餌・生息の場としての
機能のほか、水産資源かん養の場、C02 の固定、
水質の浄化などの環境機能・食料の供給機能。船越湾のオオアマモ船越湾のオオアマモ

① 藻場
魚介類の産卵場、稚魚のかくれ場及び成長の場と
しての機能、水産資源、かん養の場、C02 の固定、
水質の浄化などの環境機能・食料の供給機能、ふ
るさとの海中景観の形成など。山田湾のマコンブ山田湾のマコンブ

a. 希少な種の生育地
平成 24 年度調査で得られた植物の希少種に関する現地確認データを掲載
しています。

b. 特定植物群落
自然環境保全基礎調査において、特定植物群落選定基準によって選定され
た自然性の高い群落、きわめて希な植物群落、郷土景観を代表する群落等
です。本マップでは、震災後も残った重要な自然として、震災後確認され
た特定植物群落の範囲を掲載しています。

c. ガンカモ類調査地点
震災後にガンカモ類の生息調査を行っている場所として、モニタリングサ
イト 1000 及びガンカモ類の一斉調査の調査地点を掲載しています。

d. シギ・チドリ類調査地点
震災後にシギ・チドリ類の生息調査を行っている場所として、モニタリン
グサイト 1000 の調査地点を掲載しています。

e. 海鳥繁殖地調査地点
震災後に海鳥繁殖地の調査を行っている場所として、モニタリングサイト
1000 及び平成 24 年度の生態系監視調査の調査地点を掲載しています。

f. 各種百選
第 3 回自然環境保全基礎調査で整理された「日本の重要な自然景観」に該
当する火山景観、山地景観、特殊地学景観、石灰岩景観、河川景観、湖沼景観、
海岸景観など国土レベルでの代表性を有する景観は、地域を特徴づける自
然環境資源として重要です。また、史跡・名勝・天然記念物は、自然資源
のうち特に傑出した価値をもつ文化財として重要です。

g. 神社、寺院
地域住民に親しまれている身近な自然を含む場として掲載しています。津
波浸水域に近い神社等はかつての地震・津波の被害を示すシンボルとして
とらえることもできると考えられます。

h. 保護地域など ( 参考情報 )
参考情報として、自然公園 ( 国立公園、国定公園 )、鳥獣保護区 ( 国指定、
県指定。特別保護地区の範囲も記載 )、重要湿地 500、ラムサール条約登録
湿地潜在候補地、区画漁業権、共同漁業権の区域を掲載しています。

重要な自然

ハビタット

その他の情報

仙台湾沿岸

三陸南部

三陸北部

希少な種をはじめとする生物の生息・
生育地として重要な場

1

生物多様性の高い場やソース群集を
支える場

2

自然のポテンシャルが高いと想定される場3

人と自然とのふれあいの場4

海岸線にはあまり細かい湾入
は見られず、切り立った海食
崖が続き、砂浜的な環境はほ
とんどない。海岸線は比較的
直線に延び、背後には何段か
の海成段丘群が発達する。

海岸線は湾曲に富み、数多く
の湾入と岬が重なる「リアス
海岸」が発達する。

広く沖積平野が発達。長大な
砂浜、自然堤防、後背湿地な
どの配列が明瞭。

３つの沿岸域はそれぞれ地震とそれに伴う津波や地盤
沈下による自然環境への影響程度が異なっています
が、大きく見るとそれぞれの沿岸区分で一定の傾向も
見られました。

本マップでは、対象地域における自然環境保全上重要
な場所を「重要な自然」として表現しました。「重要な
自然」を表現するには、景観、生息の場、種といった様々
なスケールが想定されますが、東北地方太平洋沿岸域
では地震・津波により「生物が生息・生育する環境」
のまとまりが広範囲にわたって破壊されており、これ
らのまとまりを考慮することが非常に重要だと考えら
れます。
本マップでは、「重要な自然」を表現する単位として、
生物の生息・生育環境である「ハビタット」に注目し
ています。

以上の４つの観点から着目した 11 の重要なハビタット
を「重要な自然」としました。「重要な自然」の一覧は
右ページをご参照ください。

「重要な自然」であるハビタットは、まとまりがあるほ
ど安定したものとなり、多くの生物が生活することが
できます。また、海域から陸域への繋がりがある場所は、
地域における重要な自然の多様性を高めていると考え
られます。対象地域は地形的な特徴により大きく三陸
北部、三陸南部、仙台湾沿岸の３つの沿岸域に区分す
ることができ、それぞれ異なるハビタットのまとまり
やつながりが見られます。本マップでは、これらの地
域毎の特性を考慮した上で、19 の地域を「重点エリア」
として注目しました。

■ 多くみられる海域から陸域へのつながり

　

■ 沿岸域毎の重要な自然の分布

　重点エリア
　

重要な自然の概要
　

アマモ場アマモ場
I
干潟干潟
I

ヨシ原 （湿地植生 ）ヨシ原 （湿地植生 ）

アマモ場
I
干潟
I

ヨシ原 （湿地植生 ）

干潟干潟
I

砂浜 （砂丘植生 ）砂浜 （砂丘植生 ）
I

湿地 （湿地植生 ）湿地 （湿地植生 ）
I

樹林跡地の多様な環境樹林跡地の多様な環境
I

残存樹林残存樹林

藻場藻場
I

岩礁・海岸断崖地 の岩礁・海岸断崖地 の
自然 草原自然 草原

干潟
I

砂浜 （砂丘植生 ）
I

湿地 （湿地植生 ）
I

樹林跡地の多様な環境
I

残存樹林

藻場
I

岩礁・海岸断崖地 の
自然 草原

河川・湖沼河川・湖沼
I

砂浜 （砂丘植生 ）砂浜 （砂丘植生 ）
I

湿地 （湿地植生 ）湿地 （湿地植生 ）
I

非耕作農地 （水田雑草群落 ）非耕作農地 （水田雑草群落 ）

河川・湖沼
I

砂浜 （砂丘植生 ）
I

湿地 （湿地植生 ）
I

非耕作農地 （水田雑草群落 ）

科学的知見の
蓄積

まちづくり身近な
自然環境への
気付き 防災・減災

震災後の自然環境情報

国の機関の
調査成果

研究者の
調査結果

自治体の
調査成果

市民の市民の
皆さんへ皆さんへ
市民の
皆さんへ

わかりやすくまとめた
情報の活用

重要自然マップの作成

復興に復興に
携わる携わる
皆さんへ皆さんへ

研究者、研究者、
有識者の有識者の
皆さんへ皆さんへ

復興に
携わる
皆さんへ

研究者、
有識者の
皆さんへ

基礎データ 重要な自然

重要自然マップ

震災後の津波浸水域、
前面海域における
各種データ

震災後の津波浸水域、
前面海域における
各種データ

津波浸水域全域で
重要な自然を選出
津波浸水域全域で
重要な自然を選出

解説の冊子

※簡易版は実際のマップと縮尺
　などが異なっているのでご注
　意ください。

ミズアオイ（富士沼） ミズアオイ（富士沼） シャリンバイ （鹿島区）シャリンバイ （鹿島区）ハマナス（根浜海岸） ハマナス（根浜海岸） 

重要自然マップの背景と目的
　

重要自然マップの構成
　

環境省では震災後様々な自然環境調査を実施しており、
それらの結果をしおかぜ自然環境ログ (http://www.shio
kaze.biodic.go.jp/）で公開してきましたが、これらの結
果をより効果的に復興事業等で活用してもらうことを
目的に、平成 24 年度の結果を基に自然環境保全上重要
なハビタットのまとまりである「重要な自然」を示し
た「重要自然マップ」を作成しました。

本マップは、青森県六ヶ所村から千葉県九十九里浜までの東日
本大震災の津波浸水域と、その前面海域 1km の範囲における自
然環境情報のデータベースで、そのうち岩手県から福島県北部
までの地域について、A0 判の 3 枚のマップと解説の冊子を作成
しました。これらのデータはしおかぜ自然環境ログでダウンロー
ド出来ます。解説の冊子には「重要な自然」に関する情報や、
特に注目すべきエリアである 19 箇所の「重点エリア」につい
て詳細な情報を記載しています。

〒403-0005
山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾 5597-1
Tel：0555-72-6031  Fax：0555-72-6035

東日本大震災による地震やそれに伴う津波・地盤沈下という自然現象によって、東北地
方・関東地方の太平洋沿岸地域の自然環境は大きな影響をうけました。しかし、震災後
も良好な自然環境の残存する場所は多くあり、また、新たに環境がモザイク状に形成さ
れたり、地盤沈下等によりこれまではみられなかった生き物がみられるようになった場
所もあります。津波等の影響をうけた場所でも、すでに自然の遷移や再生が始まって
おり、今後どのような環境が形成されていくか注目されます。このような状況を踏まえ、
東日本大震災後の自然環境について関係する主体が共通の認識をもつための基礎情報
として、東北地方太平洋沿岸地域の自然環境保全上重要な地域を図化した重要自然マッ
プを作成しました。

重要自然マップ
東北地方太平洋沿岸地域
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浦
は
砂
州
が
破

壊
さ
れ
形
状
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
が
、
比
較
的
短
期
間
で

回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
、干
潟
の
規
模
は
縮
小
、分
断
化
し
、

名
取
川
右
岸
の
広
浦
で
も
干
潟
は
若
干
狭
く
な
り
ま
し
た
。

17
名
取
川
河
口
域

七
北
田
川
河
口
を
中
心
と
す
る
一
帯
で
左
岸
に
は
蒲
生
干
潟
が
あ
り
ま
す
。
蒲
生
干
潟
と

一
体
の
七
北
田
川
に
は
湿
地
植
生
が
残
り
、
水
域
と
ヨ
シ
原
が
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
分
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
シ
原
は
希
少
な
鳥
類
が
生
息
す
る
「
重
要
な
自
然
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

七
北
田
川
河
口
を
中
心
と
す
る
一
帯
で
左
岸
に
は
蒲
生
干
潟
が
あ
り
ま
す
。
蒲
生
干
潟
と

一
体
の
七
北
田
川
に
は
湿
地
植
生
が
残
り
、
水
域
と
ヨ
シ
原
が
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
分
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
シ
原
は
希
少
な
鳥
類
が
生
息
す
る
「
重
要
な
自
然
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

16
七
北
田
川
河
口
域

日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
我
が
国
を
代
表
す
る
多
島
海
景
観
の
場
で
あ
る
松
島
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
、
豊

富
な
藻
場
、
ア
マ
モ
場
、
干
潟
な
ど
の
多
様
な
環
境
や
沿
岸
漁
業
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
湾
全
体
と
し

て
の
津
波
被
害
は
他
の
地
域
に
比
べ
小
さ
く
、
陸
域
の
重
要
な
自
然
も
多
く
残
存
し
て
い
ま
す
。
干
潟
と

ヨ
シ
原
な
ど
と
の
つ
な
が
り
も
保
た
れ
て
お
り
、「
重
要
な
自
然
」
の
多
様
度
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
り
我
が
国
を
代
表
す
る
多
島
海
景
観
の
場
で
あ
る
松
島
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
、
豊

富
な
藻
場
、
ア
マ
モ
場
、
干
潟
な
ど
の
多
様
な
環
境
や
沿
岸
漁
業
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
湾
全
体
と
し

て
の
津
波
被
害
は
他
の
地
域
に
比
べ
小
さ
く
、
陸
域
の
重
要
な
自
然
も
多
く
残
存
し
て
い
ま
す
。
干
潟
と

ヨ
シ
原
な
ど
と
の
つ
な
が
り
も
保
た
れ
て
お
り
、「
重
要
な
自
然
」
の
多
様
度
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

15
松
島
湾古
来
よ
り
知
ら
れ
た
豊
か
な
入
り
江
で
、
穏
や
か
な
海
跡
湖
で
あ
る
万
石
浦
一
帯
の
エ
リ
ア

で
す
。こ
の
エ
リ
ア
は
、津
波
に
よ
る
か
く
乱
は
軽
微
だ
っ
た
も
の
の
、地
盤
沈
下
が
大
き
く
、

か
つ
て
の
干
潟
は
す
べ
て
水
面
下
と
な
り
干
出
し
な
く
な
る
ほ
ど
、
干
潟
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

古
来
よ
り
知
ら
れ
た
豊
か
な
入
り
江
で
、
穏
や
か
な
海
跡
湖
で
あ
る
万
石
浦
一
帯
の
エ
リ
ア

で
す
。こ
の
エ
リ
ア
は
、津
波
に
よ
る
か
く
乱
は
軽
微
だ
っ
た
も
の
の
、地
盤
沈
下
が
大
き
く
、

か
つ
て
の
干
潟
は
す
べ
て
水
面
下
と
な
り
干
出
し
な
く
な
る
ほ
ど
、
干
潟
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

14
万
石
浦

湾
奥
に
２
つ
の
大
き
な
入
り
江
を
も
つ
リ
ア
ス
海
岸
で
あ
る
女
川
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
、
カ
キ
、
ワ
カ
メ
、

ホ
タ
テ
、
ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
の
多
様
な
養
殖
漁
場
と
し
て
の
利
用
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は

広
い
面
積
で
藻
場
が
分
布
し
て
お
り
、
湾
内
で
は
震
災
後
も
海
岸
断
崖
地
・
岩
礁
の
前
面
海
域
に
藻
場
が

広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

湾
奥
に
２
つ
の
大
き
な
入
り
江
を
も
つ
リ
ア
ス
海
岸
で
あ
る
女
川
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
、
カ
キ
、
ワ
カ
メ
、

ホ
タ
テ
、
ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
の
多
様
な
養
殖
漁
場
と
し
て
の
利
用
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は

広
い
面
積
で
藻
場
が
分
布
し
て
お
り
、
湾
内
で
は
震
災
後
も
海
岸
断
崖
地
・
岩
礁
の
前
面
海
域
に
藻
場
が

広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

女
川
湾

足
島
等

13
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北
東
向
き
に
太
平
洋
に
開
け
、
深
く
湾
入
す
る
リ
ア
ス
海
岸
で
あ
る
宮
古
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
す
。
震
災
前
は
、
湾
奥
の
津

軽
石
川
に
は
県
内
で
も
最
大
規
模
の
干
潟
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り
津
軽
石
川
河
口
部
周
辺
は
広
く
津
波
浸

水
域
と
な
り
ま
し
た
。

北
東
向
き
に
太
平
洋
に
開
け
、
深
く
湾
入
す
る
リ
ア
ス
海
岸
で
あ
る
宮
古
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
す
。
震
災
前
は
、
湾
奥
の
津

軽
石
川
に
は
県
内
で
も
最
大
規
模
の
干
潟
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り
津
軽
石
川
河
口
部
周
辺
は
広
く
津
波
浸

水
域
と
な
り
ま
し
た
。

4
宮
古
湾

入
り
組
ん
だ
海
域
に
多
く
の
藻
場
が
あ
り
、
河
岸
段
丘
か
ら
流
入
す
る
小
河
川
の

河
口
に
小
規
模
な
砂
浜
（
ポ
ケ
ッ
ト
ビ
ー
チ
）
が
点
在
し
て
い
ま
す
。「
三
陸
北
部
」

の
中
で
は
藻
場
の
分
布
面
積
が
広
く
、
河
岸
断
崖
地
・
岩
礁
と
藻
場
の
つ
な
が
り

を
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
場
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

入
り
組
ん
だ
海
域
に
多
く
の
藻
場
が
あ
り
、
河
岸
段
丘
か
ら
流
入
す
る
小
河
川
の

河
口
に
小
規
模
な
砂
浜
（
ポ
ケ
ッ
ト
ビ
ー
チ
）
が
点
在
し
て
い
ま
す
。「
三
陸
北
部
」

の
中
で
は
藻
場
の
分
布
面
積
が
広
く
、
河
岸
断
崖
地
・
岩
礁
と
藻
場
の
つ
な
が
り

を
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
場
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

3
宮
古
市
田
老
沿
岸

3
つ
の
河
川
が
流
入
す
る
十
府
ヶ
浦
を
中
心
と
す
る
野
田
湾
の
奥
部
の
エ
リ
ア
で
す
。
十

府
ヶ
浦
で
は
、
震
災
後
も
砂
浜
（
砂
丘
植
生
）、
樹
林
地
が
残
存
し
、
特
に
１
km
以
上
残
っ

た
広
い
海
浜
は
岩
手
県
で
最
大
級
で
あ
り
、
県
内
で
は
数
少
な
い
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
な
ど

の
渡
り
の
中
継
地
と
し
て
も
重
要
な
自
然
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
つ
の
河
川
が
流
入
す
る
十
府
ヶ
浦
を
中
心
と
す
る
野
田
湾
の
奥
部
の
エ
リ
ア
で
す
。
十

府
ヶ
浦
で
は
、
震
災
後
も
砂
浜
（
砂
丘
植
生
）、
樹
林
地
が
残
存
し
、
特
に
１
km
以
上
残
っ

た
広
い
海
浜
は
岩
手
県
で
最
大
級
で
あ
り
、
県
内
で
は
数
少
な
い
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
な
ど

の
渡
り
の
中
継
地
と
し
て
も
重
要
な
自
然
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
野
田
湾
奥
部

 「
三
陸
北
部
」
の
中
で
は
比
較
的
規
模
が
大
き
い
河
川
で
あ
る
久
慈
川
、
夏
井
川
の
河
口
を
擁
す
る
、
久
慈
湾

の
奥
部
の
エ
リ
ア
で
す
。
久
慈
川
、
夏
井
川
は
、
津
波
後
も
河
口
砂
州
が
残
存
し
、
河
口
部
の
潟
湖
は
汽
水

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 「
三
陸
北
部
」
の
中
で
は
比
較
的
規
模
が
大
き
い
河
川
で
あ
る
久
慈
川
、
夏
井
川
の
河
口
を
擁
す
る
、
久
慈
湾

の
奥
部
の
エ
リ
ア
で
す
。
久
慈
川
、
夏
井
川
は
、
津
波
後
も
河
口
砂
州
が
残
存
し
、
河
口
部
の
潟
湖
は
汽
水

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

1
久
慈
湾
奥
部
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12
北
上
川
河
口
域

北
上
川
（
追
波
川
）
河
口
部
に
あ
た
り
、
右
岸
側
に
は
長
面
浦
を
擁
す
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
景
観
資
源
で
も
あ
る
広
大
な
ヨ
シ
原
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
と
す

る
希
少
な
種
の
生
息
、
汽
水
域
で
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
場
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
り
甚
大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

北
上
川
（
追
波
川
）
河
口
部
に
あ
た
り
、
右
岸
側
に
は
長
面
浦
を
擁
す
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
景
観
資
源
で
も
あ
る
広
大
な
ヨ
シ
原
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
と
す

る
希
少
な
種
の
生
息
、
汽
水
域
で
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
場
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
り
甚
大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

太
平
洋
に
大
き
く
開
い
た
形
状
を
も
つ
志
津
川
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
、
ワ
カ
メ
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
、
ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
多
様
な
養
殖
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
震
災
に
よ
り
津
波
・
地
盤
沈
下
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。

太
平
洋
に
大
き
く
開
い
た
形
状
を
も
つ
志
津
川
湾
一
帯
の
エ
リ
ア
で
、
ワ
カ
メ
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
、
ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
多
様
な
養
殖
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
震
災
に
よ
り
津
波
・
地
盤
沈
下
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。

11
志
津
川
湾

太
平
洋
に
大
き
く
開
い
た
形
状
を
も
つ
本
吉
湾
の
奥
部
に
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。
赤

崎
海
岸
の
大
規
模
な
砂
浜
の
消
失
や
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
に
も
選
ば
れ
た
小
泉

海
岸
の
大
被
害
な
ど
、
震
災
に
よ
り
沿
岸
環
境
は
甚
大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

太
平
洋
に
大
き
く
開
い
た
形
状
を
も
つ
本
吉
湾
の
奥
部
に
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。
赤

崎
海
岸
の
大
規
模
な
砂
浜
の
消
失
や
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
に
も
選
ば
れ
た
小
泉

海
岸
の
大
被
害
な
ど
、
震
災
に
よ
り
沿
岸
環
境
は
甚
大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

10
本
吉
湾
奥
部

9
気
仙
沼
湾
西
部
   

深
く
湾
入
し
た
気
仙
沼
湾
の
西
部
と
そ
の
前
に
鎮
座
す
る
大
島
か
ら
な

る
エ
リ
ア
で
、
湾
内
で
は
コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
、
カ
キ
の
養
殖
が
広
く
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
複
雑
な
地
形
的
要
因
か
ら
場
所
に
よ

り
震
災
に
よ
る
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

深
く
湾
入
し
た
気
仙
沼
湾
の
西
部
と
そ
の
前
に
鎮
座
す
る
大
島
か
ら
な

る
エ
リ
ア
で
、
湾
内
で
は
コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
、
カ
キ
の
養
殖
が
広
く
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
複
雑
な
地
形
的
要
因
か
ら
場
所
に
よ

り
震
災
に
よ
る
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

8
広
田
湾
奥
部

三
陸
の
リ
ア
ス
海
岸
の
中
で
も
最
も
規
模
の
大
き
な
広
田
湾
の
奥
部
に
あ
た
る
エ

リ
ア
で
す
。
広
田
湾
は
、
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
、
日
本
の
渚
百
選
や
大
規
模
な

ア
マ
モ
場
の
分
布
な
ど
三
陸
を
代
表
す
る
自
然
環
境
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
震
災

に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

三
陸
の
リ
ア
ス
海
岸
の
中
で
も
最
も
規
模
の
大
き
な
広
田
湾
の
奥
部
に
あ
た
る
エ

リ
ア
で
す
。
広
田
湾
は
、
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
、
日
本
の
渚
百
選
や
大
規
模
な

ア
マ
モ
場
の
分
布
な
ど
三
陸
を
代
表
す
る
自
然
環
境
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
震
災

に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

大
槌
湾
の
奥
部
で
鵜
住
居
川
の
河
口
域
を
含
む
一
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
太
平
洋

に
開
い
た
大
槌
湾
の
形
状
か
ら
津
波
被
害
は
極
め
て
大
き
く
、
日
本
の
白
砂
青
松

百
選
で
知
ら
れ
た
根
浜
海
岸
の
景
観
は
一
変
し
ま
し
た
。

大
槌
湾
の
奥
部
で
鵜
住
居
川
の
河
口
域
を
含
む
一
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
太
平
洋

に
開
い
た
大
槌
湾
の
形
状
か
ら
津
波
被
害
は
極
め
て
大
き
く
、
日
本
の
白
砂
青
松

百
選
で
知
ら
れ
た
根
浜
海
岸
の
景
観
は
一
変
し
ま
し
た
。

7
大
槌
湾
奥
部

6
船
越
湾
奥
部

湾
奥
に
浪
板
海
岸
 、
吉
里
吉
里
の
２
つ
の
浜
を
擁
す
る
船

越
湾
の
奥
部
に
あ
た
る
エ
リ
ア
で
す
。
こ
こ
で
は
、
堤
防
な

ど
の
有
無
、
複
雑
な
地
形
的
要
因
か
ら
場
所
に
よ
り
震
災
に

よ
る
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

湾
奥
に
浪
板
海
岸
 、
吉
里
吉
里
の
２
つ
の
浜
を
擁
す
る
船

越
湾
の
奥
部
に
あ
た
る
エ
リ
ア
で
す
。
こ
こ
で
は
、
堤
防
な

ど
の
有
無
、
複
雑
な
地
形
的
要
因
か
ら
場
所
に
よ
り
震
災
に

よ
る
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

5
山
田
湾
奥
部

藻
場
、
ア
マ
モ
場
、
干
潟
の
海
域
の
資
源
に
恵
ま
れ
、
カ
キ
、

ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
の
養
殖
の
盛
ん
な
山
田
湾
の
奥
部
に
あ
る
エ

リ
ア
で
す
。
こ
こ
は
、
湾
の
形
状
か
ら
も
津
波
や
地
盤
沈
下

の
影
響
が
特
に
大
き
い
エ
リ
ア
で
し
た
。

藻
場
、
ア
マ
モ
場
、
干
潟
の
海
域
の
資
源
に
恵
ま
れ
、
カ
キ
、

ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
の
養
殖
の
盛
ん
な
山
田
湾
の
奥
部
に
あ
る
エ

リ
ア
で
す
。
こ
こ
は
、
湾
の
形
状
か
ら
も
津
波
や
地
盤
沈
下

の
影
響
が
特
に
大
き
い
エ
リ
ア
で
し
た
。


